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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体の一端部に互いに摺接する櫛状の固定刃及び可動刃を組み合わせた刃ブロックを突
出して設け、櫛状をした筒状の刈り高さ調整用コームを刃ブロックに刃ブロックの突出方
向に移動自在に被嵌し、操作手段により移動する連結部材を本体に設けると共に筒状をし
た刈り高さ調整用コームの側周壁の一側面部分において刈り高さ調整用コームを連結部材
に連結し、刈り高さ調整用コームの側周壁の刈り高さ調整用コームの連結部材との連結部
分と反対側に移動方向に垂直に弾性力を与える弾性部材を設けて成ることを特徴とするヘ
アカッターのコーム振動防止構造。
【請求項２】
　刈り高さ調整用コームに対して移動方向に垂直に荷重を加える弾性部材を本体に設けて
成ることを特徴とする請求項１記載のヘアカッターのコーム振動防止構造。
【請求項３】
　刈り高さ調整用コームの移動方向と平行に刈り高さ調整用コームにガイドレール部を設
けると共に本体に被ガイドレール部を設け、上記刈り高さ調整用コームに設けたガイドレ
ール部を本体に設けた被ガイドレール部に移動自在に嵌め込んで成ることを特徴とする請
求項１又は請求項２記載のヘアカッターのコーム振動防止構造。
【請求項４】
　刈り高さ調整用コームに弾性部材が弾接される受け部を設け、該受け部の一部を本体に
設けた収納溝部に移動自在に嵌め込んで成ることを特徴とする請求項１乃至請求項３のい
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ずれか１項に記載のヘアカッターのコーム振動防止構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、互いに摺接する櫛状の固定刃及び可動刃によって毛髪や髭のカットを行うヘ
アカッターの刃ブロックに櫛状をした刈り高さ調整用コームを被せて刈り高さを調整する
ものにおいてヘアカッターのコーム振動防止構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来からヘアカッターにおいて、刈り高さ調整の構造として特許文献１が知られている
。この特許文献１に示された従来例は、本体の一端部に互いに摺接する櫛状の固定刃及び
可動刃を組み合わせた刃ブロックを突出して設け、櫛状をした筒状の刈り高さ調整用コー
ムを本体の刃ブロックを設けた部分に刃ブロックの突出方向に移動自在に被嵌し、この刈
り高さ調整用コームの後端部に設けた弾性フックを本体に回転自在且つ移動自在に被嵌し
た筒状をした調整素子の先端部の周方向に設けた環状の溝に係止して接続し、本体の外面
に突出した突起を筒状の調整素子の内周に設けた螺旋溝に嵌め込み、調整素子を回転操作
することで螺旋溝に沿って調整素子を回転しながら軸方向に移動し、これにより櫛状をし
た刈り高さ調整用コームを刃ブロックの突出方向に移動自在としてある。
【０００３】
　そして、刈り高さ調整用コームの櫛部分から導入した毛髪や髭を櫛状の固定刃に導入し
て可動刃で切断することで目的とする刈り高さに毛髪や髭を切断するようにしており、こ
の場合、調整素子を回転操作することで、刈り高さを調整することができるようになって
いる。
【０００４】
　ところが、上記のような従来例にあっては、筒状をした刈り高さ調整用コームが本体に
対して移動自在に被嵌してあるだけなので、筒状をした刈り高さ調整用コームが本体に対
して移動方向と垂直な方向にがたついてびびり音が発生すると共に操作性も悪くなるとい
う問題があり、また、螺旋溝と突部との嵌め込み部分においてもがたついてびびり音が生
じてこの部分でもがたつきが生じるという問題がある。ここで、がたつきを生じ難くする
ために刈り高さ調整用コームの本体への嵌合をきつくしたり、螺旋溝と突部との嵌め合い
をきつくすると、摺動抵抗が高くなって、正確に動作しなくなり、また、これらを管理し
ながら量産するには生産管理が非常に難しくなるという問題がある。
【特許文献１】特開平１－２１４３８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、簡単な構成で刈り高さ調
整用コームの振動を防止してびびり音の発生を無くし、操作性を良くし、容易に品質を確
保できるヘアカッターのコーム振動防止構造を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明に係るヘアカッターの刈り高さ調整機構は、本体１の
一端部に互いに摺接する櫛状の固定刃２及び可動刃３を組み合わせた刃ブロック４を突出
して設け、櫛状をした筒状の刈り高さ調整用コーム５を刃ブロック４に刃ブロック４の突
出方向に移動自在に被嵌し、操作手段により移動する連結部材６を本体１に設けると共に
筒状をした刈り高さ調整用コーム５の側周壁の一側面部分において刈り高さ調整用コーム
５を連結部材６に連結し、刈り高さ調整用コーム５の側周壁の刈り高さ調整用コーム５の
連結部材６との連結部分と反対側に移動方向に垂直に弾性力を与える弾性部材２１を設け
て成ることを特徴とするものである。
【０００７】
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　このような構成とすることで、筒状をした刈り高さ調整用コーム５を本体１の刃ブロッ
ク４の移動方向に移動自在に設けるに当たって、刈り高さ調整用コーム５を本体１に対し
て少し余裕を持たせて厳密な寸法管理を行わなくても、刈り高さ調整用コーム５が移動方
向に対した垂直方向にがたつくのが防止され、びびり音の発生がなく、また、刈り高さ調
整用コーム５の連結部材６との連結部分におけるがたつきを防止でき、連結部分における
びびり音の発生を無くすことができ、また刈り高さ調整用コーム５の移動をスムーズに行
え、操作性を良くすることができ、また、上記のように厳密な寸法管理の必要がないので
、簡単な構成で容易に品質を確保できるものである。
【０００８】
　また、刈り高さ調整用コーム５に対して移動方向に垂直に荷重を加える弾性部材２１を
本体１に設けることが好ましい。
【０００９】
　このように弾性部材２１を本体１に設けることで、刈り高さ調整用コーム５の構成を簡
略化できるものである。
【００１２】
　また、刈り高さ調整用コーム５の移動方向と平行に刈り高さ調整用コーム５にガイドレ
ール部２８を設けると共に本体１に被ガイドレール部２３を設け、上記刈り高さ調整用コ
ーム５に設けたガイドレール部２８を本体１に設けた被ガイドレール部２３に移動自在に
嵌め込むことが好ましい。
【００１３】
　このような構成とすることで、ガイドレール部２８を被ガイドレール部２３にガイドさ
せながら刈り高さ調整用コーム５の移動ができて設定された方向に安定して刈り高さ調整
用コーム５を移動できるものである。
【００１４】
　また、刈り高さ調整用コーム５に弾性部材２１が弾接される受け部２９を設け、該受け
部２９の一部を本体１に設けた収納溝部２２ａに移動自在に嵌め込むことが好ましい。
【００１５】
　このような構成とすることで、使用時に受け部２９が手に接触してグリップ感を損なう
ことがなく、使い勝手が良くなるものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、筒状をした刈り高さ調整用コームを本体の刃ブロックの移動方向に移動自在
に設けるに当たって、刈り高さ調整用コームを本体に対して少し余裕を持たせて厳密な寸
法管理を行わなくても、刈り高さ調整用コームが移動方向に対した垂直方向にがたつくの
が防止され、びびり音の発生がなく、また、刈り高さ調整用コームの連結部材との連結部
分におけるがたつきを防止でき、連結部分におけるびびり音の発生を無くすことができ、
また刈り高さ調整用コームの移動をスムーズに行え、操作性を良くすることができ、また
、上記のように厳密な寸法管理の必要がないので、簡単な構成で容易に品質を確保できて
量産する際の生産管理が容易となるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
【００１８】
　ヘアカッターＡは一端部から他端部にかけて長くなった略筒状をした本体１の長手方向
の一端部に互いに摺接する櫛状の固定刃２及び可動刃３を組み合わせた刃ブロック４を突
設して構成してある。本体１は図２に示すようなもので、刃ブロック４を突出して設けた
方の一端部を上にすると共に他端部を下にした場合の四側面のうち一側面に該一側面と平
行（略平行も含まれる）に回転ダイヤル７を設け、更に、本体１の上記一側面の回転ダイ
ヤル７を配置した部分の外側に本体１の動作を入り切りするための動作スイッチ８を設け
てある。そして、本体１の一端部の刃ブロック４を突出させた最先端部と回転ダイヤル７
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及び動作スイッチ８を設けた部分との間の部分が後述の刈り高さ調整用コーム５を移動自
在に被嵌するコーム被嵌部１４となっている。
【００１９】
　上記回転ダイヤル７、動作スイッチ８を設けた本体１の一側面を正面と定義した場合、
図２（ａ）（ｃ）に示すように、正面側に刃ブロック４の櫛状の可動刃３が位置し、背面
側に櫛状の固定刃２が位置している。また、本体１の中央部よりやや刃ブロック４側にず
れた部分側は左右の両側面間の巾寸法が小さくなった巾狭部９となっており、この巾が狭
くなった巾狭部９の両側面と直交する側面である一側面（正面）に回転ダイヤル７、動作
スイッチ８が設けてある。
【００２０】
　本体１はハウジング１ａ、１ｂ、１ｃを組み合わせて構成してあり、本体１の正面側と
なるハウジング１ａには回転ダイヤル７、動作スイッチ８を配置するための凹部１０が設
けてあり、凹部１０の中央部に更に環状凹部１１が形成してあり、凹部１０の環状凹部１
１より刃ブロック４から離れた側にずれた位置に細長孔１０ａ設けてあり、このハウジン
グ１ａの細長孔１０ａの背面側にスイッチ機構（図示せず）が組込んであり、スイッチ機
構をオン、オフ操作するための操作部（図示せず）に設けた係合孔（図示せず）が上記細
長孔１０ａに対向している。凹部１０の中央部の環状凹部１１に囲まれた部分には図３に
示すように係止孔１８が設けてある。また、図３、図４（ａ）に示すように、環状凹部１
１の本体１の長手方向と平行な両側部のうち一側部には開口１２ａを介してクリックばね
収納部１２が連通形成してあり、他側部には開口１３ａを介して連結部材収納部１３が連
通形成してある。この連結部材収納部１３は更にコーム被嵌部１４の正面側の側面に設け
た本体１の長手方向と平行な長溝１５に連通している。
【００２１】
　図４（ｂ）のようにクリックばね収納部１２にクリックばね１６を収納して取付けると
共に連結部材収納部１３に連結部材６を移動自在に収納する。この場合、クリックばね収
納部１２にクリックばね１６を収納して取付けることで、開口１２ａにクリックばね１６
の突部１６ａが臨むようになっている。また、連結部材６は図３に示すようにラック部６
ａとラック部６ａの一端部からラック部６ａと平行な方向に細長く伸びた細長突出部６ｂ
と、細長突出部６ｂの先端部に細長突出部６ｂに対して直角に突出した被係止部６ｃとで
構成してあり、細長突出部６ｂは上記長溝１５内を移動するようになっており、被係止部
６ｃは長溝１５の開口から外に突出している。連結部材６を上記のように収納した状態で
ラック部６ａの保持をするためにラック蓋３３を取付ける。
【００２２】
　回転ダイヤル７は図５に示すようなもので、外周に指掛かり用の突起もしくは凹部を設
けた円板状のダイヤル部７ａの背面にダイヤル部７ａよりも小径の背方突部７ｂを一体に
突設して形成してあり、背方突部７ｂの外周の一部に嵌合ギア７ｃを設けると共に外周の
他の一部にクリックギア７ｄが設けてある。また、回転ダイヤル７にはダイヤル部７ａの
正面から背方突部７ｂの背面側に貫通する孔部７ｅが設けてあり、この孔部７ｅは正面側
が大径孔部７ｆ、背方側が大径孔部７ｆよりも小径の小径孔部７ｇとなっている。また、
図１６に示すように回転ダイヤル７の表面には周方向に目盛や数字等の調整段階表示部３
５を設けてある。
【００２３】
　上記回転ダイヤル７を凹部１に回転自在に配置するのであるが、この場合背方突部７ｂ
が環状凹部１１に嵌め込まれ、クリックギア７ｄがクリックばね１６の突部１６ａに噛合
うと共に図４（ｃ）に示すように嵌合ギア７ｃが連結部材６のラック部６ａに噛合う。
【００２４】
　このように回転ダイヤル７を本体１に組み込んだ状態でダイヤル押さえ板１７を取付け
て回転ダイヤル７が本体１から外れないようにする。ダイヤル押さえ板１７は背方に向け
て先端に被係止部１７ａを突設してあり、更に一対の長孔よりなるスライド用被係止部１
７ｂが設けてあり、また、ダイヤル押さえ板１７の表面部の外周の一部に孔１７ｃを備え
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た突片１７ｄが突設してある。
【００２５】
　そして、図４（ｄ）に示すように、ダイヤル押さえ板１７をダイヤル部７ａの大径孔部
７ｆに嵌め込むと共に被係止部１７ａを本体１に設けた係止孔１８に係止することで、ダ
イヤル押さえ板１７により回転ダイヤル７を回転はできるが本体１から外れないように取
付ける。この状態で突片１７ｄがダイヤル部７ａの表面に重なる。
【００２６】
　動作スイッチ８は図３に示すように正面視三角形状をしており、表面に指掛かり用の突
起もしくは凹部を設けてあり、背面側に一対の係止脚３０と操作用突片部３１とが突設し
てある。また、動作スイッチ８には長孔状の窓部３２が設けてある。
【００２７】
　上記の構成の動作スイッチ８は凹部１０の上記回転ダイヤル７の外側に図４（ｅ）に示
すように配置し、図６に示すように一対の係止脚３０を一対の長孔よりなるスライド用被
係止部１７ｂにスライド自在に係止し、また、操作用突片部３１を凹部１０に設けた細長
孔１０ａに移動自在にさし込むと共に操作用突片部３１を細長孔１０ａの背面側のスイッ
チ機構の操作部の係合孔に係合する。これにより、動作スイッチ８は本体１の長手方向に
移動自在（つまり、刃ブロック４に近づく方向、離れる方向に移動自在）に取付けられる
。また、動作スイッチ８を刃ブロック４に近づく方向に移動した場合、離れる方向に移動
した場合のいずれの場合にも長孔状の窓部３２に突片１７ｄの孔１７ｃが対向しており、
動作スイッチ８の移動位置にかかわらず図１２（ａ）（ｂ）のように回転ダイヤル７の表
面の周方向に設けた目盛や数字等の調整段階表示部３５が上記孔１７ｃを介して長孔状の
窓部３２に表示されるようになっている。
【００２８】
　このようにして本体１の一側面に該側面と平行に連結部材６と連動した回転ダイヤル７
を配置すると共に該本体１の一側面の回転ダイヤル７を配置した部分の外側に動作スイッ
チ８を重ねるように配置するのである。このように、本体１の同一位置に動作スイッチ８
と回転ダイヤル７とを重ねて配置すると、本体１の長手方向の異なる位置に動作スイッチ
８、回転ダイヤル７を設ける場合に比べて本体１長さを短くすることが可能となり、本体
１のコンパクト化を図ることが可能となる。
【００２９】
　ここで、回転ダイヤル７の外周部の一部が動作スイッチ８から露出している。添付図面
に示す実施形態では、回転ダイヤル７の一部が動作スイッチ８の側面より突出している。
更に、動作スイッチ８の正面視における形状を一方側から他方側に行くにしたがって横巾
が狭くなるＶ字状に形成してあり、正面視Ｖ字状の動作スイッチ８の横巾が狭い方が刃ブ
ロック４から離れる方向に位置させてあり、この正面視Ｖ字状の動作スイッチ８の横巾が
狭い部分の両側において回転ダイヤル７の一部が動作スイッチ８の側面より突出している
。
【００３０】
　動作スイッチ８を本体１の長手方向にスライドさせると、スイッチ機構を切り換えて本
体１内に内装したモータまたはリニアアクチュエータのような駆動手段１９をオン、オフ
して刃ブロック４の可動刃３を往復駆動したり、あるいは駆動を停止したりするようにな
っている（動作スイッチ８を刃ブロック４に近くづ方向にスライドさせるとオンとなり、
刃ブロック４から離れる方向にスライドさせるとオフとなる）。
【００３１】
　また、回転ダイヤル７を図９（ａ）（ｂ）の矢印のように回転操作すると、図１０（ａ
）（ｂ）のように嵌合ギア７ｃと連結部材６のラック部６ａとが噛合っているので連結部
材６が本体１の長手方向に移動し、連結部材６の細長突出部６ｂが長溝１５内をスライド
して細長突出部６ｂの先端部の被係止部６ｃが長溝１５に沿ってスライドするようになっ
ている。
【００３２】
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　本体１の背面側となるハウジング１ｂのコーム被嵌部１４には図２（ｃ）に示すように
ガイド溝２２が設けてあり、このガイド溝２２の溝底部分に内外に貫通する窓部２０が設
けてある。ハウジング１ｂの内部には図７、図８のようにばね材よりなる弾性部材２１が
取付けてあり、該弾性部材２１の弾性押圧用突部２１ａが窓部２０から外方に突出してい
る。
【００３３】
　ハウジング１ｃはハウジング１ｂの一部を覆うようにハウジング１ｂに取付けられ、ハ
ウジング１ｂのガイド溝２２の一部（刃ブロック４から離れた方の部分）を覆い、ガイド
溝２２の一部とハウジング１ｃとで収納溝部２２ａを構成している。
【００３４】
　また、本体１のコーム被嵌部１４の左右両側には本体１の長手方向に沿った被ガイドレ
ール部２３が設けてある。
【００３５】
　刈り高さ調整用コーム５は図１４、図１５に示すように一端部が開口した筒状をしてお
り、一端部に刃ブロック４を備えた本体１のコーム被嵌部１４に移動自在に被嵌できるよ
うになっている。
【００３６】
　上記のように一端部が開口した筒状の刈り高さ調整用コーム５を本体１のコーム被嵌部
１４に被嵌した状態で、筒状をした刈り高さ調整用コーム５の側周壁のうち動作スイッチ
８と同じ面となる側面部を正面側の側面部５ａとすると、該正面側の側面部５ａと対向す
る側面部が背面側の側面部５ｂとなり、正面側の側面部５ａと背面側の側面部５ｂとの両
端部間を連続する側面部が左右の側面部５ｃなり、更に開口と対向する面部が先端面部５
ｄとなっている。そして、正面側の側面部５ａから先端面部５ｄを経て背面側の側面部５
ｂに至るように複数列のスリット２５が設けてこの部分を櫛状部２６としてある。
【００３７】
　筒状の刈り高さ調整用コーム５の正面側の側面部５ａの内面には係止部２７が設けてあ
り、筒状の刈り高さ調整用コーム５を本体１のコーム被嵌部１４に被嵌した状態で図１１
に示すように係止部２７が連結部材６の被係止部６ｃに係止される。また、左右の側面部
５ｃの内面部にはガイドレール部２８が設けてあり、筒状の刈り高さ調整用コーム５を本
体１のコーム被嵌部１４に被嵌した状態で上記ガイドレール部２８がコーム被嵌部１４に
設けた被ガイドレール部２３にスライド自在に嵌め込まれる。
【００３８】
　また、筒状の刈り高さ調整用コーム５の背面側の側面部５ｂには平板状をした受け部２
９が設けてあり、この平板状をした受け部２９は背面側の側面部５ｂの内面から開口端を
経て先端面部５ｄと反対方向に向けて突出しており、筒状の刈り高さ調整用コーム５を本
体１のコーム被嵌部１４に被嵌した状態で上記受け部２９に本体１の窓部２０から突出し
ている弾性部材２１の弾性押圧用突部２１ａが弾接している。この弾性部材２１の弾性押
圧用突部２１ａによる受け部２９への弾性押圧方向は刈り高さ調整用コーム５の移動方向
に対して垂直方向（ここで本発明における垂直方向の概念の中には略垂直方向も含まれる
ものとする）となっており、図１３（ａ）（ｂ）の矢印のようにコーム被嵌部１４に対し
て刈り高さ調整用コーム５がスライドしたいずれの状態でも弾接している。したがって、
刈り高さ調整用コーム５が本体１に対して移動し易いように本体１に対して少し余裕を持
たせた寸法としても、刈り高さ調整用コーム５はスライド方向と垂直な方向に弾性部材２
１により弾性的に押圧されて筒状の刈り高さ調整用コーム５がコーム被嵌部１４に対して
がたつくことがなくて、びびり音の発生が生じないようにできる。
【００３９】
　特に、弾性部材２１によって刈り高さ調整用コーム５を刈り高さ調整用コーム５の移動
方向に垂直に弾性力を与えている部分が、筒状の刈り高さ調整用コーム５と本体１との連
結部分（つまり、刈り高さ調整用コーム５の係止部２７が本体１側に設けた連結部材６の
被係止部６ｃに係止している連結部分）と反対側に位置しているので、上記弾性力が筒状
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の刈り高さ調整用コーム５と本体１との連結部分におけるかたつきを防止する役割もして
おり、該連結部分において少し余裕を持たせるようにな部材寸法としていてもがたつきを
防止することができ、連結部分におけるびびり音を防止することができるものである。
【００４０】
　なお、上記実施形態においては、移動方向に対して刈り高さ調整用コーム５を垂直に本
体１に弾性的に押し当てるための弾性部材２１を設けるに当たって、本体１側に弾性部材
２１を設けた例を示したが、筒状をした刈り高さ調整用コーム５の四側面部のうち一側面
部に弾性部材２１を設けて該弾性部材２１を本体１の１側面部に押圧することで、ガイド
レール部２８や筒状をした刈り高さ調整用コーム５の弾性部材２１を設けた方と反対側の
側面部を刈り高さ調整用コーム５の移動方向に対して垂直に本体１に弾性的に押し当てる
ようにしても上記と同様の作用効果を奏することができるものである。
【００４１】
　上記のような構成の刈り高さ調整用コーム５を移動自在に取付けたヘアカッターＡは以
下のようにして使用するものである。
【００４２】
　すなわち、本体１を手で把持し、回転ダイヤル７を回転して刈り高さ調整用コーム５を
刃ブロック４の突出方向に移動することで刈り取り高さを調整し、動作スイッチ８を操作
して可動刃３をオンし、刈り高さ調整用コーム５の櫛状部２６間のスリットから導入した
毛髪や髭を固定刃２と可動刃３とで切断することで、目的とする刈り高さに毛髪や髭を切
断するのである。この場合、本発明においては、前述のように、本体１の同一位置に動作
スイッチ８と回転ダイヤル７とを重ねて配置してあるため、把持部である本体１を手で掴
んで毛髪や髭を切断する操作を行うに当たり、本体１を手で掴んだ状態で持ち手を替える
ことなく動作スイッチ８の操作と回転ダイヤル７の操作とが行えるのであり、このように
本体１を手で掴んだ状態で持ち手を替えることなく動作スイッチ８の操作と回転ダイヤル
７の操作とが行えて操作性がきわめて良くなる。
【００４３】
　ここで、添付図面に示す実施形態のように、本体１の長手方向の一部を両側面間の巾寸
法が小さくなった巾狭部９とし、該巾が狭くなった両側面と直交する側面に回転ダイヤル
７、動作スイッチ８を設けてあるので、把持部である本体１を手で掴んだ場合、巾狭部９
に親指と人差し指が位置するように本体１を把持することができ、この把持状態のままで
巾狭部９に位置する親指先端で回転ダイヤル７の操作、動作スイッチ８の操作が行えるも
のであって、これにより、持ち手を替えることなく行う回転ダイヤル７の操作、動作スイ
ッチ８の操作がよりいっそう容易に行えるものである。
【００４４】
　本体１を手で掴んだ状態で動作スイッチ８を操作するには、本体１を手で掴んで持ち手
を替えることなく親指だけを動かして動作スイッチ８の表面を押しながら本体１の長手方
向に移動することでオン、オフ操作を行うものであり、また、本体１を手で掴んだ状態で
回転ダイヤル７を操作するには、本体１を手で掴んで持ち手を替えることなく親指だけを
動かして回転ダイヤル７の動作スイッチ８から一部が露出した部分を操作することで、回
転ダイヤル７を回転して刈り高さ調整用コーム５を移動して刈り取り高さの調整を行うも
のである。
【００４５】
　上記回転ダイヤル７の操作に当たり、添付図面に示す実施形態のように回転ダイヤル７
の一部を動作スイッチ８の側面より突出させることで、回転ダイヤル７の動作スイッチ８
の側面より突出した部分を指で操作する際に動作スイッチ８に邪魔されることなくいっそ
う容易に回転ダイヤル７の操作を行えて、操作性がいっそう良好となる。この場合、更に
、図９（ａ）に示すように、動作スイッチ８の形状を一方側から他方側に行くにしたがっ
て横巾が狭くなるＶ字状とすると共に横巾が狭い方を刃ブロック４から離れる方向に位置
させることで、回転ダイヤル７の一部がＶ字状をした動作スイッチ８の横巾が狭くなった
部分から側方に突出することになり、本体１を手で掴んで回転ダイヤル７の操作を行うに



(8) JP 4046052 B2 2008.2.13

10

20

30

40

50

当たって、動作スイッチ８に邪魔されることなく回転ダイヤル７の操作がよりいっそう容
易に行えることになる。
【００４６】
　ところで、回転ダイヤル７を回転操作すると嵌合ギア７ｃと連結部材６のラック部６ａ
との噛合位置が変わることで連結部材６が移動して刈り高さ調整用コーム５が段階的に移
動するのであるが、この場合、クリックギア７ｄのクリックばね１６の突部１６ａへの噛
合位置が段階的に変わっていき、これにより、刈り高さ調整用コーム５が段階的に移動す
る際に、各段においてクリックギア７ｄとクリックばね１６の突部１６ａとが噛合ってい
るので、各段における位置保持ができると共に、回転ダイヤル７を回転操作して位置調整
のために一段ずつ移動する際にクリック感やクリック音が得られて操作性良く刈り高さ調
整が確実に行えるのであり、また、この場合、刈り高さの各調整段階に応じて各刈り高さ
の段階表示を行うための目盛や数字との調整段階表示部３５が図１２（ａ）（ｂ）のよう
に窓部３２に表示されて、刈り高さの調整段階を眼で確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明を示し、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は左側面図であり、（ｃ）は背面
図である。
【図２】同上の刈り高さ調整用コームを外した状態のヘアカッターを示し、（ａ）は正面
図であり、（ｂ）は左側面図であり、（ｃ）は背面図である。
【図３】同上のヘアカッターの分解斜視図である。
【図４】（ａ）乃至（ｅ）は同上のヘアカッターの組み立て順序を示す説明図である。
【図５】同上に用いる回転ダイヤルを示し、（ａ）は側面図であり、（ｂ）は背面図であ
る。
【図６】同上の回転ダイヤル、ダイヤル押さえ板、動作スイッチの組込み部分を示す断面
図である。
【図７】同上の本体への弾性部材の組込みを示す分解斜視図である。
【図８】（ａ）は同上の本体への弾性部材の組込みを示す正面図であり、（ｂ）は断面図
である。
【図９】同上の刈り高さ調整用コームを外した状態のヘアカッターにおける回転ダイヤル
の操作と連結部材の移動を示し、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は左側面図である。
【図１０】（ａ）（ｂ）はそれぞれ回転ダイヤルを回転操作した際の嵌合ギアのラック部
との嵌合位置の変化を示す説明図である。
【図１１】（ａ）（ｂ）は同上の刈り高さ調整用コームを移動して刈り高さ位置を変化さ
せた状態における係止部と被係止部との係止部分の断面図である。
【図１２】（ａ）（ｂ）は同上の刈り高さ調整用コームを移動して刈り高さ位置を変化さ
せた状態の正面図である。
【図１３】（ａ）（ｂ）は同上の刈り高さ調整用コームを移動して刈り高さ位置を変化さ
せた状態における弾性部材の受け部への弾接部分を一部破断した側面図である。
【図１４】同上に用いる刈り高さ調整用コームを示し、（ａ）は同上に用いる刈り高さ調
整用コームの正面側から見た斜視図であり、（ｂ）は背面側から見た斜視図である。
【図１５】同上に用いる刈り高さ調整用コームを示し、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は
（ａ）のＹ－Ｙ線断面図であり、（ｃ）は（ａ）のＸ－Ｘ線断面図である。
【図１６】同上に用いる回転ダイヤルに目盛や数字等の調整段階表示部を設けた例を示す
正面図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　本体
　２　固定刃
　３　可動刃
　４　刃ブロック
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　５　刈り高さ調整用コーム
　６　連結部材
　２１　弾性部材
　２２ａ　収納溝部
　２３　被ガイドレール部
　２８　ガイドレール部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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